
平成２４年６月２６日行革審分科会Ａ
企画調整課行革推進係

収入（税収） 
食費（人件費） 仕送り（繰出金） 

旅行（建設事業費） 

光熱水費（物件費） 貯金（積立金） 

住宅ローン（公債費） 

    家庭の収入が減った時、住宅ローンは滞ることができないから、 

    節約の対象となる経費のバランスとしては・・・、 
 
 ◆ある家庭では、食費や光熱水費を節約して、しっかり貯金したい。 

 ◆ある家庭では、毎日の食事は豊かにしたいから、旅行を我慢。 

 ◆ある家庭では、実家への仕送りは減らせないから、貯金を下ろそう。 
 
家庭によって幸せのカタチは色々。何を節約して何を充実するのか考え

ることが、行政で言えば政策。その方針の具体的実行が行革。 

家計（財政） 

職員給 

議員報酬 

さんりーな管理費 

委託料、備品購入 

財政調整基金 

目的別基金 

国保・介護保険 

下水道 

南北道路 地方債償還 

再開発ビル 

Ⅰ 行革対象となる経費と金額のバランスは政策方針に従う 

「行革は協働の精神に立脚した市業務の再構築ではあるが・・・」 



平成２４年６月２６日行革審分科会Ａ
企画調整課行革推進係

収入（税収） 
食費（人件費） 仕送り（繰出金） 

旅行（建設事業費） 

光熱水費（物件費） 貯金（積立金） 

住宅ローン（公債費） 

１ 税収と地方交付税の関係。 

２ 行革審の提言のとおり、税収の伸びをＦＩＸし、交付税制度が恒久的な 

  ものでないと仮定した場合、支出の優先順位をどう考えるか。 

   ・財政調整基金への積み立て？ ・国保税の税率はそのまま？ 

   ・建設事業への投資量は？ ・法定以外の扶助費のあり方は？ 

３ 市債務残高の削減という市長方針 

   ・公債費の圧縮は、プライマリーバランスの確保、建設投資の抑制、 

     一般財源の増収。   

家計（財政） 

Ⅱ 削減目標１７億円 経費ごとの削減額の割り振り（現プラン） 

増３５億円（増１８％） 

※交付税は減△１６億円

（減△６５％） 

増７億円（増１９％） 

※扶助費は増５億円

（増８％） 

主要事業以外の 

その他分増１億円 

（増３％） 

減△７億円 

（減△１３％） 

減△２億円 

（減△５％） 

減△６億円 

（減△９％） 

※補助金は 

減△２億円 

（減△９％） 

財政調整基金 

増２０億円 

（増３９８％） 

※H22～H31

の10年間 

「割り振りに際し、公債費の取り扱いは・・・」 


